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「短期交換留学生向けインターンシップコース 

における企業体験者の講話とPBL（課題発見解決型学習）： 
学生の自主的な学び」 

 
＜留学生教育学会・短期留学プログラム分科会第5回会合＞ 

2011年3月4日  名古屋大学 東山キャンパス 

討議テーマ：「短期留学プログラムと海外留学」 
 

       恒松直美 （つねまつなおみ） 
       広島大学 国際センター・国際教育部門  

   Dr. Naomi Tsunematsu 

   International Center: International Education Division 

                                    

   ＜連絡先＞ 

   TEL/FAX 082 424 6279 

   東広島市鏡山1-1-1  

   Email: ntsunema@hiroshima-u.ac.jp 

   広島大学短期交換留学プログラム  

   Hiroshima University Study Abroad (HUSA) Program 

   研究HP   http://home.hiroshima-u.ac.jp/ntsunema 
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1) 「HUSAインターンシップ I ：キャリア理論と実践」 

     [準備コース]  

     ✷日本語レベル： 中級・上級 （レベル3,4,5） 

      ✷研修・自己発見・正規学生との協同学習(PBL) 

2) 「HUSAインターンシップ II ：実習」 

     [実践] 

   ✷日本語レベル：上級 （原則レベル5） 

    ✷企業に２週間派遣（時期は通年で企業と調整） 
 

* PBL = Problem-based Learning  課題発見解決型学習 

* HUSA Program = Hiroshima University Study Abroad (HUSA) Program 

 

 

HUSA Internship I & II 
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「HUSAインターンシップ I ：キャリア理論と実践」 

2010年度 春学期 新規に開講 
＜日本語中級・上級＞ 

               

 

**2009年度春学期 「HUSAインターンシップ」で企業の方の講話を実施し大変好評 

   

＜講話に基づいた自主的学びと協同学習＞ 

＊講話参加者：HUSA留学生・正規学生・他の留学生 

 

• １）企業体験者の講話 ：全学開講 

    2010年度春学期（3回） 
    2010年度秋学期（3回） 
    ＊講話参加についてアンケート 

 

• ２）講話の次週：企業体験者の講話に基づいた協同学習 

    交換留学生＋他の正規学生（希望者） 
    PBL (Problem-based Learning) 教育法を使用 

    ＊PBL学習への参加についてアンケート 
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企業体験者の講話:全学開講 Open Seminar 

 ＜2010年度春学期 ３回の講話＞  

   

「HUSAインターンシップ I：キャリア理論と実践 」 HUSA留学生：8人受講 

 

• 第1回 「企業人の働くモチベーションとは？」 
      新田泰生氏 (リクルートリソリューションズ勤務経験) 

      参加者：HUSA留学生8人・日本人学生15人 (合計23人） 
 

• 第2回 「持続成長する企業とは？」 
         小林智彦氏 (リクルートリソリューションズ勤務経験・起業) 

      参加者：HUSA留学生7人・日本人学生8人（合計15人） 
 

• 第3回 「企業と人材～考え方の大切さ～」 
      山根英幸氏 (マツダ(株）勤務経験) 

      参加者：HUSA留学生9人・日本人学生5人 (合計13人） 
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企業体験者の講話:全学開講 Open Seminar 

＜2010年度秋学期 ３回の講話 ＋ PBL共同学習＞  

 

「HUSAインターンシップ I：キャリア理論と実践 」 HUSA留学生：14人受講 

 

• 第1回 「社会の中で働くための就職活動」 

      斉藤稔夫氏（広島大学・大学院生） 
      参加者：HUSA留学生14人・日本人学生5人・その他留学生1人 (合計20人）  

 

• 第2回 「人は仕事を通して成長する」 

      新田泰生氏（リクルートリソリューションズ勤務経験） 
      参加者：HUSA留学生14人・日本人学生9人 (合計23人）   

 

• 第3回 「逆転の発想で国内旅行を活性化する ‐ペットツーリズム‐ 」 

      中村忠司氏（JTBコミュニケーションズ） 

      参加者：HUSA留学生13人・日本人学生7人・その他留学生1人（合計21人）    
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企業体験者の講話に対する 

学生の意識・反応 

講話参加者のアンケート評価 (＊後ほど発表) 

回答者： HUSA留学生・他の正規学生 

• １）講話の感想 ：率直な意見 

• ２）招聘希望   ：招聘して欲しい講師 

• ３）大学への要望：大学の企画への要望 

  

＊全学開講：日本人学生   

  留学生の授業に参加するには勇気が必要 

  留学生に慣れない学生への配慮が必要 
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PBL学習法の意義 
＜４大医学教育技法の一つ＞ 

1) 問題発見能力 
2) 自己主導型学習・生涯学習への道筋 
   ＊知識伝授の詰め込み教育で得た知識は、将来役に立たない 
    （能動学習の重要性） 
   ＊自ら進んで積極的に行う方がより満足度が大きい 
   ＊学習への動機づけ、チャレンジ 
3)  情報収集のスキル 
4)  科目を統合した知識の習得・多角的アプローチ 
   ＊知識が統合される形で学習（講義の一方的に伝えられる学科別の 
     独立した知識と異なる） 
5)  対人関係・コミュニケーション能力・協調性の習得 
   ＊講義よりグループ討論の方が学生の問題解決能力を向上 
    （協同学習・競争学習・個別学習を比較） 
6)  プレゼンテーション技能の習得 
7)  「事例」設定により、将来の状況に直結した学習 
   ＊知識は何かに関連づけた方が記憶しやすく思い出しやすい 
 
<参考文献> 
「実践PBLチュートリアルガイド」 編著 吉田一郎・大西弘高 南山堂 2004 



10 

ＰＢＬ学習の流れ 

  企業体験者の講話 

   グループ（4~5）で課題抽出 

    各自で情報収集 

 

  Problem Map作成 

   プレゼンテーション 

  学習成果を共有・発表の準備 
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ＰＢＬ 学習風景 ＆ プレゼンテーション 
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Problem Map 作成 

  

＜次ページのMap: 以下の講話について＞ 

 

• 第1回 「社会の中で働くための就職活動」 （上２枚） 
        斉藤稔夫氏（広島大学・大学院生） 
 

• 第2回 「人は仕事を通して成長する」    （下３枚） 
       新田泰生氏（リクルートリソリューションズ勤務経験） 
 
 

       「HUSAインターンシップ I : キャリア理論と実践」（2010年度秋学期） 
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Problem-Map 
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共同学習での考察の成果 

＜次ページのスライド: 以下の講話について＞ 

 

• 議論の成果 (Presentationの一部） 

＜例＞ 

第2回「人は仕事を通して成長する」 
新田泰生氏（リクルートリソリューションズ勤務経験） 

「HUSAインターンシップI : キャリア理論と実践」（2010年度秋学期） 
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多角的考察・関連付け 
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インターンシップ授業における 

講話についてのPBL学習法の意義 

1) 自己発見・将来の展望・自己実現 

    ●「自分」の大学での学びと実社会のつながりを見つける  

    ●自主的に自分の課題を発見 

    ● 仕事の意味 

   ● 興味を持ち、自主的に将来に向けて情報収集 

 

2) グローバルな視野からの知見 

    ●多様な文化的背景を持つ学生と共に、国際的視野からキャリア・仕事について 

   考察 

    ●異なる価値感を持つ学生が多角的に講話を考察 

    ●自分と日本社会・世界とのつながりの発見 

 

3) 能力の習得 

    ●知識を統合して大学教育・社会・企業を捉える 

    ●多文化の学生と協力し時間制限内に議論しまとめる 

    ●プレゼンテーション・議論により自己の言語能力の限界に挑戦（英語・日本語） 
    ●制限時間内にグループでプレゼンテーション 

 

 
 



17 

Global Campus を共に作る 

＜短期交換留学生の支援への示唆＞ 

• 大学教育・日本社会・グローバル社会を連携 
       ＊現実的に 

• 実際に「人」と交流する機会 

   ＊学生と大学外の世界との関わり 

     ＊様々な人の経験からの学び（国を超えて） 

• Vision・経験の拡大： 「学生」の枠を超えて  

• 学生の自主的な学びを促進 
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ＨＵＳＡインターンシップ派遣学生 （派遣留学生数） 
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インターン留学生の専攻 

インターン派遣留学生・専攻別数　(2003-2010)
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  グローバル・コミュニティ 

 

 

 

                     

 キャンパス・コミュニティ 

 

 

 

 

 

地域コミュニティ 

 HUSA インターンシップとグローバルコミュニティ 
 
 

 

 

 

 

   

地域企業 HUSA インターン 

正規学生 
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白井汽船株式会社 

Shirai Shipping Co.,Ltd. 

HUSA インターンシップ 

出発式 － 成果発表会 － 

To the future 


